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専用ソフトウェアによる効率的な平面現況図の3次元化

航空写真マッピング３次元地形データの作成
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【中部営業所】 TEL︓0569-26-5720　FAX︓0569-26-5721
   〒475-0922　半田市昭和町 1-35 2F

道路横断図システム「APS-ODAN」
専用ソフトウェアによる効率的な横断図作成・土工数量の算出

横断図作成 LandXML 出力

トンネル設計補助システム「APL」＆トンネル坑口配筋図システム「APL-P」
トンネル設計業務における国内唯一の専用CADシステム

トンネル CIM モデル出力
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1.　はじめに

関東地方整備局 関東道路メンテナンスセン
ター（以下，「関東MC」という）では，平成 31
年 4 月の設置以来，直轄国道における橋梁等の健
全性の診断，蓄積されたメンテナンスデータの管
理や分析による劣化予測や新技術の活用など，ア
セットマネジメントによる道路メンテナンスの高
度化を推進している。その一方で，地方公共団体
への技術支援にも注力しており，その一つに地方
公共団体が管理する道路構造物への直轄診断と修
繕代行がある。
本稿では，現在，関東MCが取り組んでいる

写真－ 1に示す秩父橋（埼玉県秩父市管理）にお

ける修繕代行事業の進捗を直轄診断の技術的助言
を交えた報告とともに，修繕代行事業の本格着手
にあたり生じた課題やその対応，それらを通じた
地方の技術支援体制における考察を加えて報告す
る。
なお，令和 4年 6月現在では，全国五つの地方
整備局（関東，中部，近畿，中国，九州）に道路
メンテナンスセンター（以下，「MC」という）
が設置されているが，直轄診断から修繕代行事業
（工事の発注，監督）までの一連を担当している
のは関東MCのみである。

2.　修繕代行事業

⑴　直轄診断および修繕代行事業の概要
国土交通省では，平成 25 年の道路法の改正に
より「都道府県または市町村からの要請があり，
かつ，高度な技術力を要する等の修繕工事等を当
該地方公共団体に代わって国土交通大臣が実施で
きる」制度を設けている。これまでに実施した修
繕代行事業等を表－ 1に示す。そのうち，関東地
方整備局では 2橋の修繕代行事業を実施している。

⑵　秩父橋の修繕代行事業に至った経緯
直轄診断は修繕代行事業と同時期に道路法の改
正により設けられた制度である。「橋梁，トンネ

関東道路メンテナンスセンターによる
修繕代行とその効果

〜修繕代行を起点に拡がる地方公共団体への技術支援〜

関東道路メンテナンスセンター　技術第一課長　松
まつ

藤
ふじ

　洋
ひろ

照
てる

写真－ 1　秩父橋
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ル等の道路施設については，各道路管理者が責任
を持って管理する」という原則のもと，それでも
なお，地方公共団体の技術力等を鑑みて支援が必
要なものに限り，国が地方整備局，国土技術政策
総合研究所，国立研究開発法人土木研究所の職員
で構成する「道路メンテナンス技術集団」を派遣
し，技術的な助言を行うこととしている。平成
26 年度から令和 3年度まで表－ 1に示す道路構
造物への直轄診断を実施している。そのうち，関
東地方整備局管内では 3橋を実施している。
秩父橋の現在の状態や今後の維持管理において

不安を持っていた秩父市が，平成 30 年度に直轄
診断へ応募したことを契機として，令和元年度に
直轄診断が実施された。その際に伝えた技術的助
言を踏まえて，秩父市からの修繕代行事業の要望
を受けて事業の実施に至っている。
国土交通省の技術支援策として診断から修繕ま

での一連をメンテナンスに特化した国の機関が技
術支援することに先鞭をつけるために，事業の主
体を関東MCが担当することとしている。

⑶　秩父橋の修繕代行事業の概要
秩父橋の橋梁諸元を表－ 2に示す。秩父橋の修
繕代行事業において実施する修繕の内容は，直轄
診断による技術的助言の内容を踏まえて，以下の
とおりとした。

①　基礎の浸食および洗掘対策
「基礎地盤の侵食，橋脚基礎の洗掘は，最も重
要なアーチ部材を支えるところの変状であるた
め，早期に措置を講ずるとよい。」という構造安
全性の確保への技術的助言に対して，写真－ 2に
示す斜面に位置する P4 アーチアバットの浸食お
よび写真－ 3に示す河川内橋脚基礎の洗掘への対
策を施すこととした。

表－ 2　橋梁諸元
項目 諸元

竣工年 昭和 6年
路線名 秩父市道　中央 607 号線
道路管理者 秩父市
交差物件 一級河川 荒川（埼玉県管理）
適用基準 不明
橋長 L=134.6 m
幅員 W=6.8 m（有効幅員 6.0 m）
橋梁形式 RC3 径間連続アーチ橋
上部構造 RC-T型（床版一体構造）4主桁

下部構造 逆T式橋台 2基，アーチアバット 2基，
小判型橋脚 2基

基礎 直接基礎
その他 埼玉県指定文化財，観光資源

表－ 1　直轄診断の実施一覧

年度 施設名 施設名 施設名

平成 26 大
おお

前
まえ

橋
ばし
※ 1

（群馬県）
大
おお

渡
ど

ダム大
おお

橋
はし

（高知県）
三
み

島
しま

大
おお

橋
はし

（福島県）

平成 27 沼
ぬま

尾
お

シェッド
（福島県）

猿
さる

飼
かい

橋
ばし

（奈良県）
呼
よぶ

子
こ

大
おお

橋
はし

（佐賀県）

平成 28 万
まん

石
ごく

橋
ばし

（秋田県）
御
み

鉾
ほこ

橋
ばし
※ 2

（群馬県）
－

平成 29 音
おと

沢
さわ

橋
ばし

（富山県）
乙
おと

姫
ひめ

大
おお

橋
はし

（岐阜県）
－

平成 30 仁
に

方
かた

隧
ずい

道
どう

（広島県）
天
てん

台
だい

橋
ばし

（鹿児島県）
－

令和元 秩
ちち

父
ぶ

橋
ばし
※ 2

（埼玉県）
古
ふる

川
かわ

橋
ばし

（静岡県）
－

令和 2 鶴
つる

舞
まい

橋
ばし

（奈良県）
白
しら

老
おい

橋
ばし

（北海道）
－

令和 3 － － －

※ 1関東地整管内，大規模修繕事業に採択
※ 2関東地整管内，修繕代行事業の事業化

写真－ 2　P4アーチアバットの浸食
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②　役割を終えた補強鋼板の撤去
「橋面からの浸水を防止するのがよく，調査の
結果によると既に役割を果たしたと思われる補強
鋼板は撤去することも可能である。」という今後
の秩父橋の維持管理を見据えた技術的助言に対し
て，写真－ 4に示す補強鋼板を撤去することとし
た。

直轄診断での秩父市に向けた技術的助言では，
個別の部材への技術的助言のみならず，今後の供
用を継続するにあたって，次の技術的助言もなさ
れていることを申し添えておく。
「基礎地盤の侵食，橋脚基礎の洗掘の状態を考
慮しても，大規模な出水や地震等がない場合に
は，下部構造は安定した状態にあると考えられ，
適切な維持修繕を行うこと，橋梁としての継続的
な利用に支障はないと言える。」

⑷　秩父橋の修繕工事の概要
修繕工事は，工種とその内容や施工に要する期
間から上部補修工事と下部補修工事に分割するこ
ととした。各工事の施工範囲と主な工種を図－ 1
に示す。
①　上部補修工事
上部補修工事は，補強鋼板の撤去を実施すると
ともに，その維持管理において，床版や主桁内部
への雨水の浸入を防ぐための防水層の敷設を令和
5 年 2 月下旬の竣工を目指して施工を進めてい
る。上部補修工事は，株式会社 IHI インフラ建設
が担当している。
②　下部補修工事
下部補修工事は，P4 アーチアバットへの浸食
対策および P2 橋脚基礎への洗掘対策を実施し，
令和 4年 3 月 31 日に無事竣工している。下部補
修工事は，当該地域の工事経験が豊富であり，か
つ昭和 6年当時に秩父橋を築造した株式会社斎藤
組が施工を担当した。

写真－ 3　橋脚基礎の洗掘

写真－ 4　腐食した補強鋼板

上部工　　　R3秩父橋橋梁補修工事
　　　　　　工期：令和 3年 11月1日～令和 5年 2月28日
　　　　　　施工内容：橋面防水工，断面修復工，補強鋼板撤去工

下部工　　　R2秩父橋下部補修他工事
　　　　　　工期：令和 3年 10月1日～令和 4年 3月31日
　　　　　　施工内容：浸食補修工，根固め補修工，断面修復工

図－ 1　修繕工事の区分
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③　工事の不調不落対策
注目を集める修繕代行事業での工事とはいえ，
昨今，工事の不調不落が頻発していることに加え
て，秩父地方は，直轄国道の工事受注実績を有す
る企業が少ない地域であった。そのため，秩父地
区の建設業協会への意見交換や PRを重ねるとと
もに，次に示す国土交通省の効果的な不調不落対
策を取り入れて工事の発注手続きを進めて，好結
果を得ることができた。
1）　地域外からの労働者確保に要する間接費の
設計変更

2）　余裕期間制度（フレックス）
3）　見積活用方式（上部補修工事のみ）

⑸　事業進捗における課題とその対応策
まず，事業の本格的な着手にあたって洗い出し
た課題を以下に示す。
・遠距離における工事の監督
・国が秩父市の工事を代行することへの市民や秩
父橋の利用者の理解
①　遠距離における工事監督の対応
監督官署である関東MC（埼玉県さいたま市）
から秩父橋（埼玉県秩父市）までは，図－ 2に示
すとおり同一県内だが距離が約 100km あり，交
通渋滞がない場合でも移動時間は高速道路等を利
用して約 2時間を要する。
1）　建設現場における遠隔臨場の試行
監督職員および現場代理人の相互の遠距離移

動の負担軽減や，効率的な工事監督に取り組む
ため，二つの工事は「建設現場の遠隔臨場（以

下，「遠隔臨場」という）の試行工事（発注者
指定型）」に取り組むこととした。特に下部補
修工事は規模が「遠隔臨場」の要件を満たさな
かったが，前述の理由から積極的に試行した。
実施の状況を写真－ 5に示す。
2）　遠隔臨場とオンライン会議システムの利活
用
「遠隔臨場」では，施工時の立会以外の場面
（例えば，荒天時）でも状況を確認できるため，
施工管理のみならず安全管理でも活用できる。
また，定期的な工程会議のみならず，さまざ
まな打合せにオンライン会議システムを最大限
活用して効率化を図っており，さまざまな場面
で情報伝達の効率化を図ることの効果を確認で
きた。
3）　情報通信技術の利用促進として各種ウェブ
システム導入の効果
遠隔臨場とオンライン会議システムの積極的
な導入により，地域の建設会社が ICT 機器を

図－ 2　関東MCと秩父橋との位置関係

写真－ 5　遠隔臨場の実施状況
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活用している好事例を示すことができた。
また，遠隔臨場の修繕工事への積極的な導入

により，遠方の地方公共団体が管理する橋への
支援を具体的に示すことができた。このことに
より「技術支援における距離の問題」という困
難な課題の解消に貢献できたと言える。
②　国が秩父市の工事を代行することへの市民や
橋の利用者の理解の促進
秩父橋は秩父市が管理している橋であること
と，国が乗り込み，工事することを市民や橋の利
用者に理解してもらう必要があるため，さまざま
な手段を活用して，その促進に努めている。
1）　理解の促進に向けたさまざまな手段
秩父橋を日常的に利用している市民に対し事

業への理解促進に向けて実施した主な取り組み
を以下に示す。
ア　修繕代行事業の主体的な広報
　・事業案内看板の設置（図－ 3）
　・関東MCウェブサイトへ専用コーナー
の設置

イ　秩父市と協同による広報
　・市報「広報ちちぶ」への掲載（図－ 4）
　・市イメージキャラクター，秩父ゆかりの
人気アニメーションとのコラボレーショ
ン（図－ 3）

・市観光向けTwitter の相互フォロー
特に市観光向け Twitter は，多くのア
ニメファンがフォローしており，相互フォ
ローにより多くの目に留まることから高い
周知効果が見込まれた。

2）　取り組みの効果
その効果の一例として，図－ 5の関東MCが
運営するウェブサイト，Twitter の閲覧数を示
すグラフのうち，Twitter の閲覧数が 2022 年
2 月に約 66,000 件と飛躍的に増えている。これ
は，工事の本格的着手や事業案内看板の設置に
ついて Twitter への積極的な投稿と，市観光
向け Twitter の相互フォローによる相乗効果
と推察している。
その翌月の閲覧数の急落は事業の案内が広く
周知され，アニメファンの注目と関心も一段落
したことによるものと推察している。

図－ 3　事業案内看板 ©ANOHANAPROJECT

図－ 4　市報「広報ちちぶ」への掲載
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今回の修繕代行事業における市民および橋の利
用者へ向けた広報では，アニメファンなどのこれ
まで PRが届かなかった世代にもメンテナンスの
重要性を知らしめることができ，数は少ないがレ
スポンスもあったことから，さまざまな世代への
理解促進について一定の成果を得ることができた
と言える。
関東MC では，更なる理解の促進を図るべ
く，現在の取り組みを継続していく。

3.　関東MCが修繕代行を担当する
ことの効果

⑴　修繕代行を起点とした技術支援の拡がり
関東MCが直轄診断から修繕代行事業までを
一貫して担当したことの効果を「技術支援の拡が
り」という観点から考察する。
①　秩父市との関係性
今回の秩父橋における直轄診断から修繕代行事
業へ至る過程や現在の修繕工事に関わる協議や施
工の準備，調整等を顧みると，直轄診断の採択時
から現在に至るまでの 3年間にわたり国側の主体
が一貫して関東MCであったため，組織が入れ
替わらない安心感から，各年度の担当者の異動後
も大きな手戻りや混乱はなかった。故に懸案事項
の相談においても組織的および心理的な障壁を感
じることがほぼなく，良好な関係を保ちつつ協同
しながら事業を進めることができている。

②　拡がる技術支援と相互の協力体制
秩父橋とは別の写真－ 6，7に示す橋への技術

的な相談がなされており，現地調査の結果や今後
の維持管理について技術的な助言をレポートにま
とめて渡している。これらは，直轄診断と修繕代
行事業の進捗により築いた信頼関係による成果で
あると言える。
一方で，地方公共団体支援をテーマにしたフォ
ーラムへの登壇と支援制度の活用例の紹介につい
て，関東MCから依頼（図－ 6）したり，関東
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図－ 5　SNS等のアクセス数

図－ 6　  インフラメンテナンス国民会議 
関東地方フォーラム プログラム

写真－ 6　他の橋の技術相談の例⑴

写真－ 7　他の橋の技術相談の例⑵
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MCの事業概要についての秩父市長とメンテナン
スセンター長との対談（図－ 7）掲載への協力な
ど，お互いの事業を進めるにあたって協力しあえ
る関係性を築くことができている。
③　直轄診断から修繕代行事業を一貫して担当す
ることの効果
前述のとおり，直轄診断から修繕代行事業を一

貫して担当することにより，秩父市とは密接かつ
良好な関係を築くことができており，事業の遂行
により本来の目的を果たすことのみならず，MC
の設置目的の一つである地方公共団体支援を遂行
するにあたり，欠かせない地方公共団体との良好
な関係の構築を確実に実現する方策の一つと言え
る。

⑵　次の直轄診断，修繕代行に向けて
秩父橋の修繕代行事業は，本稿を執筆している

令和 4年 6月現在では，下部補修工事が完了（写
真－ 8）しており，上部補修工事は令和 5年 2 月
の竣工に向けて鋭意施工を進めている。
関東地方整備局管内における直轄診断および修
繕代行事業は，今後も関東MCが継続して担当
する予定である。秩父橋の次の直轄診断において
も修繕代行事業につなぐこと，また，それらを糸
口として更なる地方公共団体支援につなげていく
ため，現在の秩父橋の修繕代行事業の取り組み

を，今後も各都県の道路メンテナンス会議等を活
用して広く周知し，技術支援制度の活用の促進に
努めてまいりたい。

4.　おわりに

関東MCは平成 31年 4月の設置から，秩父市の
他にも多くの都県，市町村からお問い合わせいただ
き，微力ながら技術的支援をさせていただいている。
編集部のご厚意により関東MCへの問い合わ
せフォームのQRコードを図－ 8に掲載させてい
ただいたので，道路メンテナンスの悩みごとを，
気軽にご相談いただければ幸甚である。
最後に，秩父橋の修繕代行事業が完了した後
に，関東MCが直轄診断から修繕代行事業を一
貫して担当したことの効果が検証され，他のMC
の更なる事業展開につながることを祈念して今回
の報告の結びとさせていただく。

図－ 8　問い合わせフォーム

図－ 7　関東MC事業概要への対談掲載 写真－ 8　  下部補修工事（浸食対策工）の 
成果（R4.3）
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